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【はじめに】

ヨード欠乏症は､現在も公衆衛生上の重要課題である｡現在特にヨード合有塩の普及による対策

が世界規模でとられているが､現在もなお多くの国でヨード欠乏による精神発達遅延､クレチン症

が問題となっている｡また現在､ International Council for Control of Iodine DeHciency Disorders

(ICCIDD)やWHOは一日当たり成人で15011g､妊婦や授乳中の女性では200〟gのヨード摂取を推

奨しており､特に妊婦や授乳中の女性におけるヨード摂取状況の把握は重要な課題である｡ ,2

中等度のヨード欠乏地域であるトルコでは､すでに1960年代からヨード塩の普及がはじまり､

1998年にはヨード塩の使用が義務付けられている｡ Egriらは､トルコのマラティアにおいて824名の

妊婦を対象とした尿中ヨード濃度のス2 I)一二ングを行い､中央値が77.4LLg/L､ 100LLg/L以下の

ヨード欠乏の女性が83.3%と高率であったことを示した｡ 3　このことはヨード塩が普及したトルコ

においても､妊婦ではいまだヨード欠乏がみられることを示すものであり､今後のヨード塩普及を

進めるうえでも重要な結果である｡

我々はこれまで､やはりヨード欠乏地域であった旧ソ連邦における尿中ヨードのスクリーニング

を行い､ウクライナ､ベラルーシ､カザフスタンといった､かつてヨード欠乏であった国々におい

て､現在ヨードの充足が進んできていること､またそれは都市部のみならず､地方においても進ん

できていることを示してきた｡ 46　その一方､これまでの調査では妊婦を対象とした調査は行って

おらず､この世代におけるヨード充足状況については明らかではなかった｡

そこで今回我々は､旧ソ連邦の妊婦における尿中ヨードスグ)一二ング調査を開始したので､現

状について報告する｡

【対象と方法】

I.対象者は､ウクライナ･ジトミール州コロステン市(図1)のコロステン診断センターを受診

した妊産婦150名｡事前に研究についての説明をうげ､同意を得たのちに随時尿(2ml)を採

取し､ 4℃冷蔵庫に保管した｡現在150検体を目標にサンプルの収集を行っている｡なお､除外

規定は､甲状腺疾患を治療中のもの､ヨード剤の内服をしているもの､とする｡

2.同様に､同診断センターを受診した妊娠していない女性について､対象者と年齢をマッチング

させた対照群150名についても同様に随時尿を収集する｡

3.採取した尿については､日本に持ち帰り､これまで我々が測定してきたMicro Plate法78を用い

てヨード濃度の測定を行う｡
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【現在までの進捗状況と今後の予定】

現在までに､対照群についてのサンプリングをほぼ終了し､今後対照群とあわせて尿中ヨードを

測定する予定である｡得られた結果によって､妊婦における現状のヨード塩による充足が妥当であ

るかどうかについて検討を行っていく｡
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図1 :ウクライナ･ジトミール州

-253-


